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研究成果の概要： 
破骨細胞が増加している OpgKOマウス（骨粗鬆症マウス）は難聴を呈するが、骨粗鬆症薬を
投与し形態、機能ともに予防させた。また破骨細胞が減少している大理石病モデルマウスでも

難聴があることを見いだした。この結果、骨粗鬆症を有する難聴者に対して骨粗鬆症薬を投与

する臨床研究を開始している。 
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１．研究開始当初の背景 
骨粗鬆症モデルマウスが難聴であり、あぶ
み骨の異常があることを発見した。 
 
２．研究の目的 
骨粗鬆症モデルマウスに対して骨粗鬆症
薬によって予防の可能性について検討す
る。 
 
３．研究の方法 
骨粗鬆症モデルマウスに対して骨粗鬆症
薬を7週間投与し脳波を用いた聴力検査と

組織学的検討を行った。また骨密度が上昇し
ている大理石病モデルマウスにおける機能
と組織学的検討を行った。 
 
４．研究成果 
骨粗鬆症薬によって難聴を予防することが
可能であった。その理由としてあぶみ骨の固
着を軽減させたためであることを組織学的
検討で見いだした。 
大理石病マウスにおいても難聴があること、
破骨細胞の減少から耳小骨の奇形があるこ
とを見いだした。 
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